
令和５年６月１日 

第１回秦野高等学校学校運営協議会 議事録 

 

１ 日時 令和５年６月１日 

２ 場所 秦野高等学校 ICT 教室 

３ 出席者 委員７名（紙面２名） 学校職員 12 名 

４ 内容 

〇協議 

(１) 学校設置部会について 

・学校評価部会と地域連携部会の両方に委員全員が所属する。 

◎学校設置部会に関して承認 

 

(２) 令和 5 年度の活動計画について 

・学校運営協議会は年３回開催。今年度は地域連携部会の対面での活動を拡充。 

◎活動計画に関して承認 

 

(３) 令和５年度 学校評価報告書（目標設定）について 

 視点 1 教育課程・学習指導 

・新カリキュラム２年目となり、カリキュラムを３類型に集約し、国公立受験を後押していく。 

・STEAM 教育研究推進校として、今年度は STEAM 教育をどう完成させるか計画を立てる段階、来年

度は生徒に実践させる段階に移る。一人１台端末を組織的にどう活用するかが課題。 

・特別活動を通した主体的・対話的で深い学びを実現させる。生徒がリーダーシップを発揮できるよ

う、教員は指導しすぎず、生徒が失敗を恐れない環境を整えていく。 

≪委員より≫ 

・Chat GPT についてどう考えるか。 

→便利なツールだが弊害もあり。宿題、課題への導入に関しては教員間で協議が必要。 

 →大学では様々な教材となりうるものをオープンにしているので、活用されるとよい。 

  →Chat GPT の活用については、他の学校と連携して使い方のガイドラインを定めていくとよい。 

・現在は生徒の探究心を育成する教育を目指しているわけだが、具体的にどう実践し、評価するのか。 

 →総合的な探究の時間において、生徒自身が課題を見つけ、調査し、分析し、発表する機会を設ける。 

 

 視点２ 生徒指導・支援 

・多くの生徒が文武両道を目指して部活動に励んでいる。今年度は上級生による勧誘を実施した結果、

部活動加入率が増加した。 

 ・今年度よりスクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーが週１日来校。生徒が保健室に行

く前の段階から、担任教員等が生徒の異変に気付き、相談に乗っていくとともに、情報を共有する。 



≪委員より≫ 

・生徒の異変に担任の段階で気づき、対応するとのことだが、具体的に何をするのか。 

  →小さな芽のうちにその生徒の情報を集めて共有し、対策をたてて支援する。 

 ・先生方の忙しさを軽減し、余裕を保つ必要がある。 

 →文化部では副顧問制を導入し、連日の出勤が避けられるようにしている。 

・部活動指導に大学生を活用する取組みは、地域連携および教員の忙しさ軽減につながるのでは。 

 →すべてを地域にお任せすることはできないが、手を貸していただいて、教員の負担軽減が必要。 

・手のかかる生徒が増え、担任がそれらの生徒を見ていけるようにしていかねばならない。 

 →担任はあくまで入口で、それを踏まえて組織的に対応する必要がある。 

・働き方改革が唱えられているが、どう対応しているのか。時間外労働について調べられているのか。 

 →勤務システムで在勤時間は管理している。 

 

 視点３ 進路指導・支援 

・生徒が自分のキャリアを見据え、進路を具体化できるよう、外部機関と連携をとりながら、生徒が本

当に行きたいところ、やりたいことを目標とするよう指導している。 

・指定校推薦を受ける生徒が少なくなりつつある一方で、地方の大学にチャレンジする傾向が高まっ

ている。大学進学を目指す生徒が多いが、それ以外の進路の生徒もおざなりにせずに指導している。 

・今年３月末に本校英語部と姉妹校との間でオンラインセッションがもたれた。2024 年度に両校間の

生徒訪問を復活させる準備を行っている。 

 

視点４ 地域等との協働 

・地域人材の活用を今年度から再開していきたい。 

・HP をはじめ ICT を利活用し、様々な方に向けた情報公開を行っていきたい。 

 

視点５ 学校管理・学校運営 

・設備の老朽化対策や防災・危機管理マニュアルの作り直し、救命救急講習を実施するなど安心・安全 

な学校の構築に努めている。 

・不祥事対策に関しては、業務改善案アンケートを実施し、意見を出し合ってきた。 

・職員会議でコンプライアンス管理について共有し、学校全体での意識改革に取り組んでいる。 

≪委員より≫ 

・災害対策はどの程度しているのか。 

 →年４回の防災訓練（避難訓練、シェイクアウト訓練、DIG 研修、喫食訓練）実施している。 

 →避難訓練は予定調和になりがちなので、いかに生徒に危機意識を持たせるかが重要。 

・AED は校内に何か所あるのか。 

 →校内に３か所あり。全職員を対象とする研修が毎年ある。 



・事前に頂いた意見の紹介 

◎学校評価報告書（目標設定）について承認 

 

５ 事務連絡 

・第２回学校運営協議会 10 月予定。授業見学の時間を設ける予定。 


